
 

接続鋼材
（ ） 炭素鋼 

排気筒水平ダクト部
（ ） ステンレス鋼 

溶接金属
（ ） 炭素鋼 

溶接金属
（ ） ステンレス鋼 

 
 

 ・補強鋼材等とステンレス鋼板との断続溶接によ
、　り 溶接部に残留応力が発生

 ・溶接部端部で応力集中する形状

対　　策

［ ］ 疲労損傷への対策 
Ａ／Ｂ Ｃ／Ｖ 、　　　   排気筒および   排気筒の水平ダクト部については 補強鋼材を追設したものに取

。　　替える 
、Ａ／Ｂ 、 、　　　また    排気筒鉛直ダクト部については ひび割れ発生箇所を撤去し 同種・同材のス

、 。　　テンレス鋼板で復旧するとともに 振動低減を図るための振動抑制用サポートを追設する 

［ ］ 腐食損傷への対策 
Ａ／Ｂ Ｃ／Ｖ 、　　　   排気筒および   排気筒の水平ダクト部について 屋外部にある断続溶接部間の隙

、 。　　間は 雨水による腐食防止を図るためシール材を塗布する 
、 。　　　また 定期検査時に外観点検を行う等排気筒の点検要領を定め適切に管理する 

、・滞留した雨水により腐食が発生し 腐食がシール溶接部を進展

１ （２／２）伊方 号機補助建家排気筒のひび割れについて     

 ・排気ファン運転によるダクト内部の圧力変動でダク
、 、　トが振動し 断続溶接部において 変動応力が疲労

、　限を超えたことからひび割れが発生 進展

ステンレス鋼板

破面観察結果

補強鋼材

約1.6m約1.3m

接続鋼材

ひび割れ発生箇所

鉛直ダクト部

水平ダクト部

屋内 屋外 屋内

外周
コンクリート

排気筒断面図

（ ）断続溶接部近傍のひび割れ 疲労損傷 

（ ）シール溶接部のひび割れ 腐食損傷 

振動

、・水平ダクト部は 補強鋼材の間隔が長く
。 振動が大きくなりやすい 

、・鉛直ダクト部は 短い間隔で連続した曲
、 がり部の後流部であり 圧力変動が増加

、 。 し 振動が大きくなりやすい 

推定原因

（①～⑪，⑬～⑳ ： ③ ）断続溶接部近傍のひび割れ           代表   

③ひび割れ 

排気筒水平ダクト部

接続鋼材 溶接部
Ａ

観察方向

 

Ａ 部拡大

ビーチマーク状模様

観察方向

Ｂ

③ひび割れ ２溶接端部 １溶接端部 

Ｃ

観察方向

 

Ｂ 部拡大

・平坦である
・枝分かれなし
・粒内割れ

 

組織状模様

Ｃ 部拡大

、 、上記の観察結果等から 断続溶接部近傍のひび割れの発生原因は 溶接部の外面端部を起点とした低応力高
。サイクル疲労によるものであると考えられる 

破面マクロ観察 断面ミクロ観察 ＳＥＭ破面   観察

（⑫，シール溶接部のひび割れ   21  ： ⑫ ）  代表   

Ａ 部拡大 Ｂ 部拡大

、 、上記の観察結果等から シール溶接部のひび割れの発生原因は 。腐食によるものであると考えられる 

破面マクロ観察 断面ミクロ観察 ＳＥＭ破面   観察

仕切板

内面

排気筒
水平ダクト

接続鋼材

全周溶接
シール溶接

外周コンクリート

Ａ 観察方向

著しい腐食発生

（ ）接続鋼材 炭素鋼 

（ ）溶接金属 炭素鋼 

 

Ｂ

接続鋼材

排気筒水平ダクト 溶接金属

滑らかな凹凸あり

SEM観察方向

滑らかな凹凸

ストライエーション状の模様なし

原子炉格納
容器鋼板

水平ダクト部

断続溶接

外周コンクリート

仕切板

屋外

接続鋼材
（ 炭素鋼)

ステンレス鋼板

、 ・屋外であり ダクト上面の接続
　鋼材の隙間から雨水が浸入

雨水

腐食シール溶接
（ ） 炭素鋼 

全周溶接

⑫ひび割れ 

外面が大きい半楕円状のひび割れ

屋外

1m

－３別添  

溶接部端部の
応力集中

溶接に伴う
残留応力


